
令和７年度　学校重点目標・評価票

学校 重点目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

学
校
全
体

〇主体的に学びを重ねる児
童生徒の育成
〇自己の能力や可能性を最
大限に発揮して、学びを積
み重ねる態度や能力を育成
する。

⑴授業をはじめ学校生活において、一人一
人に応じた教育実践の場面設定を行う。
⑵研究テーマである「自立活動」と関連付
け、実践をもとに検証する。

本校研究とも関連付けながら取り組むことが
できた。研究授業では、対象生徒の自立活
動について簡素化した流れ図をもとに、3年
後もしくは各部卒業後に期待する姿を「目
指したい姿」として優先的・重点的に取り組
む課題を「中心的な課題」として、各教科等
との関連を明らかにして取り組んだ。今年度
は一定の成果が見られたと感じているが、
実践してみて分かった課題を克服できるよう
に来年度継続して取り組んでいく。

B

学部 重点目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

小
学
部

〇的確な実態把握に努め、
個に応じた目標を設定し指
導内容や指導方法を工夫す
る。

⑴小学部の研究と重ねて取り組む。
⑵発達検査や学習習得度確認表などの研
修を行い、個別の指導計画や授業づくりに
反映させる。
⑶学年会を通じて、目標設定や指導内容、
指導方法について教員間で共通理解を図
る。

部の研究については、各学年対象者を決
め、３ステップの自立活動シートを作成しな
がら実態把握や中心課題を設定し、研究授
業等で個に応じた支援の工夫に努めた。ま
た、今年度より学習習得度確認表をツール
として、児童一人一人の「小学部３年生まで
に身に付けてほしい内容」や「卒業までに身
に付けてほしい内容」を各学年での話し合
い、個別の指導計画の目標設定や授業づく
りにおおむね反映させることができた。しか
しながら、職員によって捉え方が異なるとこ
ろもあったので、部会等で共通理解を図りな
がら取り組んでいきたい。

A

中
学
部

〇一人一人の実態や学びの
履歴を踏まえた学習活動の
充実を図る。

⑴自立活動の視点をもった実態把握表の
様式を考案し、各学年１名を抽出して作成
する。
⑵各教科で育成する資質・能力を意識して
目標設定や評価ができるように、個別の指
導計画の様式を改訂する。
⑶「学習習得度確認表」を基にした「卒業ま
でに身に付けてほしい内容」の選定に係る
話し合いを継続する。

各学年１名を抽出して実態把握表を作成す
ることで、学年団の教員で話し合いながら、
自立活動の中心課題を導き出すプロセスを
経験することができた。「個別の指導計画」
の「各教科等を合わせた指導」の欄を各教
科等の視点で目標設定や評価ができるよう
に様式を改訂したり、「学習習得度確認表」
を基にした「卒業までに身に付けてほしい内
容」の選定を継続したりしたことで、一人一
人の実態や学びの履歴を踏まえて指導目
標や学習内容を学年団で検討することがで
き、共通理解して指導にあたることができ
た。

B

高
等
部

〇ボランティア活動などの機
会を設定し、社会につなが
り、地域社会に貢献する意
識を育てる。

⑴生徒会活動の一環として、毎月20日の
朝、正門前で交通安全の呼びかけを行う。
（生徒会役員・自立通学生徒）
⑵観音寺駅と協力し、５月と１１月に観音寺
駅の花壇の植替え作業を行う。（農園班）
⑶上記のほか、生徒からアイディアを募集
し、生徒の主体的な取組につながるよう支
援し、次年度以降も継続できる活動となるよ
う整備する。

令和６年度にはできなかった生徒会活動で
の交通安全の呼びかけを行うことができた。
また、生徒会役員以外の自立通学生も登校
後に参加し、たくさんの人数で交通安全の
推進に務めることができた。令和６年に香川
ビルメンテナンス協会の方々に教えていた
だいた清掃の仕方を校内に普及させすこと
に努めた。また、JR観音寺駅の花壇の植替
え作業は継続して行うことができた。今後は
地域の美化活動にも務めていきたい。

B

年度末

校務部 重点目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

教
務
部

〇各教科等を合わせた指導
のねらいを、教科の視点で
捉えた個別の指導計画の様
式案を検討する。

⑴各部の実状に応じて、年間学習指導計
画の各教科等を合わせた指導のなかで取り
扱われる教科のねらいを明確にし、個別の
指導計画の目標に結び付けるよう、部会を
通じて周知する。
⑵各教科等を合わせた指導については、教
科の視点で捉えて記入できるよう、個別の
指導計画の様式の検討を行う。
⑶円滑に作成できるように、作成手順につ
いても適宜検討し、次年度に向けて個別の
指導計画の手引きの作成に取り組む。
⑷系統性のある個別の指導計画を作成でき
るよう教育課程係を中心に校務部会で情報
共有する。

中学部では、昨年度末に改定案を示し、部
の意見を基に個別の指導計画と通知表の
様式の一体化が図られ今年度から新様式
での作成が試行された。県教委にも確認い
ただき、指導要録への添付代替が可能に
なった。小学部では、新様式を作成して主
任会や部会で提案をし、R８年度試行に向
けて計画を進めている段階である。
また、この改訂に伴い、指導要録への添付
代替に向けてR８年度からは通知表の裏表
紙に所見欄を設け、個別の指導計画を各教
科等、道徳、特別活動の指導内容のみにし
て部会で提案したところ、各部から意見等は
なかったため、この様式での作成を進めて
いく。

A

年度当初 年度末

※評定・・・Ａ＝「十分達成できた（8５％以上）」　　Ｂ＝「おおむね達成できた（70～８４％）」
　　　　　　　　　　　　　Ｃ＝「あまり達成できなかった（55～69％）」Ｄ＝「達成できなかった（55％未満）」

年度当初



校務部 重点目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

人
権
・
同
和
教
育
部

〇各部の児童生徒の実態に
応じた人権学習を推進する。

⑴年３回の人権学習週間を設け、１・３学期
は指導略案を作成して、各学年や学級で児
童生徒の実態に応じた授業を行う。２学期
は人権展の作品作りに取り組む。
⑵授業内容を考える際、過去の指導略案や
資料等を参考できるように職員室の棚に置
き、全教職員が閲覧できるようにする。人
権・同和教育関連のDVＤや書籍などを紹
介、提示し、貸出しできるようにする。

・学部で学級やグループに応じて学習を進
めてもらうことができた。人権学習期間中、
地域の文化センターから書籍やDVDなどを
借りて提示した。また、購入希望図書で人
権・同和教育に関する絵本を購入してもら
い、授業を進めるなかで児童生徒の実態に
応じてそれぞれ活用してもらうことができた。
・人権展では、「見つけよう よいところ 語ろ
うよ 夢を」のテーマのもと、一人1枚笑顔の
写真を貼り頑張っていることや夢などを書い
たカードを作り、全校児童生徒分掲示するこ
とができた。

Ｂ

研
究
部

〇グランドデザインや各部の
指導目標を踏まえ、自立活
動の充実を図り、児童生徒
一人一人の可能性を最大限
に伸ばす指導力や専門性を
高めるために、校内研究を
推進する。
〇教職員の資質や専門性の
向上に役立つよう、他分掌と
連携して研修を計画・実施
する。
※ICT活用教育推進委員会
の下で、児童生徒に個別最
適化された活用実践を促進
する。

⑴グランドデザインの実現につながる全校
テーマのもと、各部で研究授業、研究討議
等を中心とした校内研究を進める。
⑵発達検査等によるアセスメントを実施し、
指導計画作成の資料とする。
⑶他の学級や学部の授業を自由に参観し
合う相互参観週間を設け、相互理解や学部
間のつながりを深めて系統的な指導に生か
す。
⑷専門知識や指導方法、教育的な視点を
学ぶ機会として、スキルアップ研修会を実施
する。
⑸各種研修会の案内や書籍紹介等、特別
支援教育についての最新情報等の周知を
行う。

・新しい全校研究テーマのもと、各部3本ず
つの研究授業、討議会を実施することがで
きた。発達検査についての研修を実施した
ことで、検査の手順や意義などへの理解が
深まり、実態把握に役立てることができた。
相互参観は、１０分間の参観でもよいことを
呼び掛けたことで昨年より参加人数が増え
た。
・スキルアップ研修では、電子黒板の導入を
見据え、授業での活用事例を紹介できた。
また香高研の自立活動研究会では特総研
の大崎氏の研修を実施し、自立活動への新
たな視点を得る機会となった。書籍や各種
研修会の周知も適切に行うことができた。

B

メ
デ
ィ
ア
教
育
部

〇本校の概要や各部の行
事、ＩＣＴ機器を活用した学
習活動を紹介するホーム
ページを更新する。

⑴各部の行事を中心としたホームページを
随時更新するとともに、閲覧の啓発を行う。
⑵各部のICT機器を活用した学習活動を計
画的にホームページに更新する。

今年度からメディア教育部員全員で協力
し、本校の概要や各部の行事に加えて、ＩＣ
Ｔ機器の活用についてホームページで情報
発信している。各部のICT機器を活用した学
習活動を計画的にホームページに更新し、
メディア教育部員全員で取り組むことで、
個々のスキルアップとモチベーションの向上
につながった。令和７年度については、ホー
ムページに合計14回のICT機器の活用事
例を更新することができた。

B

生
徒
指
導
部

○あいさつ運動以外でも日
常において自発的に挨拶が
できるように引き続き取り組
む。

⑴生徒会役員を中心に、生徒会活動を活
性化し、明るく楽しく元気よく学校生活を送
ることができるように役員改選、全校集会・
放送、さわやかあいさつ運動等を行う。原
則、毎月第1・３月曜日をさわやかあいさつ
の日とし、実態に応じた挨拶の方法を身に
付ける機会を設定する。
⑵交通安全教室、携帯スマホ安全教室、消
費生活講座、自転車安全教室、薬物乱用
防止教室などの各種教室を適切な時期に
行う。

・中学部・高等部の生徒会によるさわやかあ
いさつ運動を計画通り実施することができ
た。交通安全の呼びかけでは生徒会をはじ
め、自立通学生の積極的な参加もみられ
た。あいさつ運動以外でも児童生徒が自発
的に挨拶ができるように引き続き挨拶励行
の積極的な指導を継続していく必要があ
る。
・計画していた各教室を実施することができ
た。隔年実施の不審者対応訓練では、緊急
マニュアルを基に警察署との連携でより専
門的な指導を受け安全指導に結びつけるこ
とができた。

B

進
路
指
導
部

〇卒業後の生活について考
える機会となるように進路情
報を提供する。

⑴進路ガイドを活用する機会を設ける。
⑵進路に関する説明会や講演会を計画的
に実施する。
⑶職員対象の研修会を実施し、進路状況
や進路情報を提供する。

（１）「進路ガイド」は、懇談、PTA座談会、進
路説明会、職員研修などで活用した。学年
が上がるごとに利用の機会が増している様
子である。数年に一度の見直しを予定して
おり、今後も進路選択のヒントになるような情
報を提供したい。
（２）①進路講演会では「卒業後の生活に向
けて」と題して、事業所の運営に携わる方に
講演していただいた。身近で具体的なお話
であったので、保護者・職員ともに好評で
あった。今後もこのような機会を設けたい。
②福祉の居場所説明会は自立支援協議会
の理解と協力を得て第２回を実現することが
できた。今後は隔年開催となり、次回は令和
９年度に実施予定である。よりよい場となるよ
う、関係機関との連携を密に取りながら準備
を進めたい。
（３）職員研修では進路に関する情報提供
のみにとどまっているため、研修後に感想
や要望の簡単なアンケートを実施したい。ま
た、令和８年度は中学部職員を対象とした
事業所見学を実施予定である。

B



校務部 重点目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

保
健
部

⑴感染症の拡大や事故を未
然に防ぐことができるように、
保健に関する啓発活動を
行ったり、緊急時の対応に備
えるための職員の研修を計
画・実施したりする。
⑵健康で衛生的な日常生活
を送るために、健康の保持
増進に関する保健教育や食
育を推進する。

⑴感染症の予防と緊急時の対応
①手洗い・換気等の感染症対策に関する
啓発と、感染状況の情報を提供する。
②嘔吐物処理手順やエピペン使用方法
等の研修をしたり、部別で救急体制シミュ
レーションを行ったりする。
⑵保健教育と食育
①保健目標や給食目標、それに沿った一
口メモ等を放送したり、ポスターを作成したり
する。
②児童生徒の実態に合わせたブラッシン
グ指導や性に関する指導等を行ったり、教
材の紹介やデータの管理を行ったりする。
③たよりやホームページを利用して、保護
者にも情報を届ける。

新入生に対応するためエピペン研修を早期
に行ったり、心肺蘇生法研修がない年度な
のでプール前に水泳学習時の救急処置の
資料回覧を行うことで、緊急時への備えを
充実させることができた。
保健たよりでは感染症情報や性教育書籍
紹介を、給食だよりでは献立レシピを掲載
するなどの新しい取り組みも行えた。また昨
年度の保護者からのご意見を受け、ＨＰに
給食写真を年数回アップもした。ただ、たよ
り類は紙面配付からHPアップに変更になっ
たため、デジタルがメリットになるような内容
(カラー写真や動画埋め込み等)に変えてい
くことも必要である。

B

教
育
支
援
部

〇校内及び地域の学校園の
ケースに寄り添った相談支
援等を実施するとともに、特
別支援教育に関する情報提
供や研修支援等を行う。

⑴校内及び地域の学校園に在籍する児童
生徒の多様なケースに対応する力を高める
ために、校内研修の内容や方法を工夫す
る。
⑵地域の学校園への連携訪問や相談支援
等で指導内容・方法について助言・相談を
行い、特別支援学校のセンター的機能の役
割を果たす。
⑶地域の連携協議会等に参加し、児童生
徒に適切な教育的手だてを提供するために
関係機関の連携・協力を得られるよう、情報
提供や意見交換を行う。
⑷ホームページやリーフレットの配付等を通
じて、本校の取組や特別支援教育講演会、
教育相談会の周知に努める。

校内研修のすっさくセミナーや特別支援講
演会では、テーマを職員から募集し、関心
のある内容で開催することができた。講師に
おいては、校内教員や外部の先生に依頼
することで校内資源を活用し開催できた。外
部支援としては、連携訪問を2人体制で実
施することができ充実した外部支援、内部
の人材育成が行えた。今後も専任コーディ
ネーターと協力し校内外の課題についての
サポートを行っていきたい。

B

総
務
部

⑴ＰＴＡ組織が各行事をス
ムーズに実施できるよう役割
分担をし、互いに協力してで
きるように支援する。
⑵児童生徒の避難体制及び
避難経路の確認・徹底を図
る。

⑴PTA活動の内容、実施方法を検討して、
リーダーや本部役員の役割分担を明確に
する。総務の職員全員が行事を分担して協
力する。PTAだよりやPTA新聞の発行や
ホームページ掲載などで活動内容を伝え
る。
⑵車椅子や装具を使用している児童生徒の
避難方法について共通理解を図ったり、避
難訓練では、より実践的な設定をしたりし、
状況に応じた避難行動ができるようにする。

⑴今年度は、PTA役員本部役員の協力を
得て、座談会、進路先見学、環境委員会活
動のPTA行事を予定通り実施することがで
きた。その際の様子や参加者の感想をHP
やたよりに掲載して、PTA活動について情
報を発信することができたと考える。
⑵防災訓練では、車椅子を使用している児
童生徒の避難について共通理解を図る場
を設けることができた。また、学習グループ
の異なる状況での避難や、放送機器使えな
い場合を想定しての避難、連絡用のホワイト
ボードの活用を訓練することができた。それ
ぞれの職員が安全な避難について考え、確
認する場を設けることができ、課題も見えて
きたと考える。

A



令和７年度 令和７年度　学校評価（教職員用）集計結果　　　　　　 香川県立香川西部支援学校



令和７年度 令和７年度　学校評価（保護者用）集計結果　　　　　　 香川県立香川西部支援学校



 

学校評議員会における学校評議員の皆様からの意見 

 

学校評議員の方々には、特に中学部の「生活経験を広げながら集団のなかで生活す

る力を育てる取組」について、研究授業の動画を用いて教科指導の様子を紹介しなが

ら説明させていただきました。また、学校評価の結果や資料についても説明をさせて

いただき、ご質問やご意見、ご感想を伺いました。次年度以降の取組に生かしてまい

ります。 

 

〇 学校全体で、児童生徒の実態に合わせた教材研究や学校づくりが展開されており、

よく取り組まれていると思います。 

 

〇 中学部の研究授業の動画を拝見しました。ICT（情報通信技術）の活用が推進さ

れ、デジタル教材等を工夫して作成されていることに感動を覚えました。 

 

○ 研究授業では、大阪万博を取り入れ、時事の話題を積極的に活用している点は大

変よいことだと思いました。卒業後を考えたときに、時事の話題に関心をもつこと

が仕事の間の従業員同士のコミュニケーションや休憩時間の過ごし方につながる

と思うので、感心しました。 

 

○ それぞれの授業での一人一人の実態に合わせた教材はとても素晴らしいと感じ

ました。丁寧な教材作成は必要だと思いますが、業務のバランスには十分気を付け

てほしいと思いました。先生方も一人の人間で、頑張りすぎて壊れないように願っ

ています。 

 

〇 評価項目全体では、どの内容もＡ評価とＢ評価を合わせると８５～１００%に達

しており、高く評価されていると思いました。学校を会社に置き換えた場合、最近

は個人情報に関する取り扱いが大変難しいと感じています。保護者や教職員からか

ら意見のあった情報の取扱いやホームページでの情報発信などについては、保護者

や児童生徒本人への丁寧な説明を続けながら理解が得られるようにしていってほ

しいと思います。 

 

 


